
                          

 

            □ 足の健康と安全を守る □ 

 最近、登下校や外遊びの際に「靴のかかとを踏んだまま履いている」子供を

見かけます。中にはかかとがすっかりつぶれていて、正しく履き直しても、か

かとの役割を果たすことができません。校内の上履きも同じです。かかとを踏

んで履くことは、単に「見た目やマナー」の問題だけでなく、子供たちの身体

の発達や怪我予防の観点からも大きなリスクがあります。 

上履きについては、かかとを踏むだけではなく、忘れ物も目立ちます。忘れたときは児童用のスリッ

パを貸し出していますが、すり足になったり、足の指全体に負荷がかかったりして危険です。何日も続

いている場合は、担任から連絡させていただいています。子供たちの安全で健康な成長のため、ご家庭

でもご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

□ がんばランドに行ってきました （３年生） □ 

 ９月１７日（木）社会科の学習の一環として、３年生が「がんばランド」を見学しました。お店の

方々の丁寧な説明に、子供たちの学習も深まりました。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 

【靴のかかとを踏むリスク】 

①転倒や足首の捻挫（ねんざ）の原因に 

靴のかかと部分（ヒールカウンター）は、歩行や走行時に足首を固定し、姿勢を安定させる

重要な役割を持っています。ここがつぶれると足がグラつき、転びやすくなります。         

②足の骨格形成への影響 

成長期の子供の足の骨はまだ柔らかく、形成段階にあります。フィットしていない靴を履き

続けると、偏平足や外反母趾、姿勢悪化の原因になります。 

③運動能力の発揮を妨げる 

靴の中で足が滑るため、踏ん張りがきかず、走るスピードや跳躍力が低下してしまいます。 

 

【ご家庭でのお願い】 

☆靴のサイズの確認 

「かかとを踏む」背景には、「靴が小さくなっていて履きづらい」「脱ぎ履きが面倒で紐やテ

ープを緩めていない」といった理由もあります。定期的にお子さまの足のサイズが合ってい

るかご確認ください。 

☆玄関での習慣づけ 

履くときは「かかとをトントンと合わせてからテープ（紐）を留める」、脱ぐときは「かかと

を手で押さえて脱ぐ」という動作を、ご家庭でもお声がけいただけますと幸いです。 
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